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（論文題目） 

都道府県別の二酸化炭素森林吸収量・排出量及び産業廃棄物移動量推計等から 
考察した環境に対する地方の貢献 

（論文審査の要旨） 

 

１.論文の目的と意義 
 本研究は、日本国内を大都市圏と地方に大別し、環境に対する地方の貢献を定量的に分析した実証研究で

ある。また、検証された環境に対する地方の貢献を、独自に定義した「アメニティ平等論」を基に、環境税の配

分をはじめとする大都市圏から地方への還元方策を考察している。 
２. 論文の構成 
 論文は、研究目的等を述べた序章に続き、第１〜第４章で議論を展開し、そして終章でまとめを行うという全６

章で構成されている。 
 第１章では、大都市圏と地方との格差を環境面から捉え、エコタウンなどの先進地の取組を調査研究し、アメ

ニティ平等論を説明し、環境税の配分などによる地方への還元方策を提示する。 
 第２章では、都道府県別のＣＯ2の排出量と森林による吸収量を算出し、地方の貢献を定量的に分析する。 
 第３章では、都道府県別の廃棄物の再生利用量と減量化量、最終処分量を推計し、地方の貢献を検証する。

 第４章では、世界と日本の電力構成を経年変化で捉え、都道府県別に再生可能エネルギーの電力容量等に

よる環境に対する地方の貢献、ならびに主な電力移出県の状況からその貢献を明らかにする。 
 終章では、各章の分析の成果、そして残された課題を述べている。 
３. 公開審査会 
 公開審査会では、森林資源のＣＯ２吸収量に関する質問の他、本研究の政策提言としての具体的課題等の

議論が行われた。 
４. 成果と課題 
 本研究の成果は、近年環境問題が注目されているにもかかわらず、都道府県別の統計数値が粗雑な中で、

その具体的実態を緻密な推計により明らかにしたことにある。政策提言としての射程や、本研究の研究史にお

ける客観化が残されているという課題はあるものの、新しい分野を解明した研究として評価できるものである。 
 

（最終試験結果の要旨） 

 

 最終試験では、アメニティ平等論の学術的説明や、地方の貢献に関して質問が行われた。 
 これに対して、アメニティ平等論は申請者が 2002 年に論文発表した独自の論点であり、本論文は地方の貢

献を議論するための論点整理という意義を有するという説明がなされた。 
 本論文は、当該分野の研究を進展させるのに大いに資する可能性を秘めていると考えられる。 
 以上のことから、審査委員全員一致して博士学位に相応しい論文として、合格と判定した。 
 



 

 

 


